
阿智村事務事業評価シート
担当者 民生課 健康増進係

①事務事業の概要

事業の終期
②事務事業の計画（PLAN）、取組（DO)

胃がん 289人 大腸がん 627人 肺がん 182人

乳がんマンモ 161人 乳がんエコー 98人 子宮がん 144人

前立腺がん 150人 肝炎 138人 胸部X線 708人

歯科健診 59人

項目 金額 項目 金額 項目 金額

胸部X線委託料 1,300 がん検診補助金 9
がん検診委託料 6,193 受診券等印刷 168
歯周疾患健診 382

検診事務賃金 208

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
実績額 (千円) 4,649 11,728 8,260 6,609 6,609

うち一般財源 2,928 8,702 6,224 6,509 6,514

うち補助金 474 437 238 100 50

うち個人負担 1,247 2,589 1,798

正規職員 1 1 1 1 1

臨時職員
③評価（CHECK)
区分 個別判定 総合判定

必要性 a

a

a

a

有効性 A

効率性 a

a

公平性 受益者負担は適切か A

④改善（ACTION)
継続・維持

総合評価

歳出の
内訳
(千円)

事業の方向性

課題

今後の取り組み 計画的にがん検診を実施していく

引き続き、がん予防・歯科保健の理解を深めるための支援が必要

A

他市町村と同等の自己負担であり適切

定期的な検査で健康管理ができる

村の関与は妥当か

手段、成果は妥当か

住民のニーズは高いか

医療機関より身近で安価に検査ができる

A

対象者の設定は妥当か

期待された効果が得られ
たか

コストの削減に努めたか

効率性を高める工夫はさ
れたか

国の指針に基づき計画的に全村民を対象としている

２．だれもが健康で、心安らぐ村／福祉・健康・医療の充実／健康づくり
阿智村健康増進・食育計画（あち健康プラン21）

A

計画的に対象者を選定、必要以上のコストを抑えている

受診しやすい環境を整えている

判定理由

がん予防、歯科保健の手段としてニーズは高い

早期発見の手段として妥当

がんの早期発見のための支援ができた。
歯科健診により、歯周疾患について理解を深めることができた。

関連する主な計画等

(人)
従事職員

事務事業名

実施方法
事業の対象者
事業開始年

各種検診（がん予防・歯科保健）

総合計画での位置づけ

健康増進法

区分

事
業
コ
ス
ト

具体的取組 集団検診　胸部レントゲン、胃がん、大腸がん、肺がん、子宮がん、乳がんマンモ、乳がんエコー、
　　　　　　　前立腺がん、肝炎検査
個別検診　子宮、乳がん（クーポン対象者、対象年齢の方）
その他　　伍和・浪合診療所で、前立腺がん、肝炎検査
歯科健診　飯田下伊那の歯科医院で個別健診

根拠法

検診の対象年齢の者

実施目的 早い段階でがんや歯の喪失原因を発見することで、早期治療につなげる。定期的な健康管理で元気
にいつまでも暮らすことができる。

実績・効果

直接実施 業務委託 補助金交付 負担金 その他 

時期不明 終期未定 


